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Topics                          トピックス 

アクティブレジャー事業者の 

品質評価・認証制度について 

FIAは2015年1月21日（水）、「アクティブレジャー事業者の

品質評価・認証制度」の説明会を開催した。当日は経済産
業省（以下、経産省）小松 慎司氏により、制度について説

明が行われ、次いで評価基準などの策定を行った一般財
団法人日本規格協会（以下、日本規格協会）の加藤芳幸
氏が認定の流れについて紹介した。両氏の講演内容をもと
に、同認証制度について簡単に紹介する。 さらに、2月18

日には全国で初めてとなるアクティブレジャー認証授与式
が開催され、全12事業所が認証を受けた。 

 

 「アクティブレジャー事業者の品質評価・施設認証制度」 

（以下、品質評価制度）は、運動習慣がない方達に、楽しさ
を切り口に運動に取り組んでもらい、結果として健康になっ
ていただくことを目的につくられた制度。 

 発案のきっかけとなったのは、高齢化によって年々大きく
増える医療費を、少しでも抑えたいという理由からである。 

「（楽しく）活動的に過ごす余暇」を意味する「アクティブレジ
ャー」だ。ボウリングやハイキングなどもこれにあたる。 
「健康になるために運動しなければ」という概念では、運動
が好きでなかったり、苦手という方はまず継続できないだろ
う。１日だけの運動では意味がなく、健康には継続して取り
組んでもらうことが何よりも大切だ。それならば「楽しく○○
を行っていたら、自然と体調が改善した」という環境を生み
出せば、運動に苦手意識をもつ方を含め、幅広い層に参加
していただけるだろうし、継続にもつなげられるだろうと考え
、今回の制度が考案された。そのほかにも、この制度によっ
て①従来のフィットネスはもちろんのこと、疾病予防につな
がり、かつ楽しく運動を続けられるような事業およびサービ
スの創出を促す、②質を評価し、消費者が安全で快適なサ
ービスを受けられるようにする、以上の２つの実現も目指し
ている。 
  

 2012年に39兆円を超えた医療費は、2025年には約60

兆円に達する見込みであり、まさに国の財政をゆるがす
大きな問題となっている。 

 なかでも、医療費の約1/3が生活習慣病に由来してい

ることから、まずは生活習慣病にならない環境づくりとし
て人々が日常的な運動を行ってもらい易くすることが、医
療費削減への近道と考えた。 そこで注目されたのが、 

品質評価の基準など、詳細内容については、日本規格協
会が設定した。同社は、昭和20年に設立された、工業標準
化および規格統一に関する普及などを図る専門機関。現在
、地方含め７支部を運営し、今回のような認証評価基準の
作成・普及活動を行っている。 
 品質評価制度では、大きく「品質」「安全」「継続」「効果」を
満たしているかについて、複数の項目からチェックを行う。
認証を受けたい企業は以下のような流れを踏む。 
①企業は、認証制度の基準などを確認。認証基準に合った
仕組み、体制の構築を行う。 
②①の結果を自己評価チェックシート、商品評価チェックシ
ートに記入する。商品評価チェックシートとは、商品やサー
ビスの設計段階で、安全や継続効果がどのように担保され
ているかをみるもの。この２つのシートを日本規格協会へ郵
送し、同社が、シートをもとに最終評価を行う。 
 小松氏は「よくお問い合わせいただくのが、『健康増進施
設認定制度と何が違うのか？』ということです。健康増進施
設認証制度は施設を認証するものなので、設備や人などに
ついて、施設基準を満たすことが必要となります。しかし、
私たちが行おうとしていることは『品質の見える化』であるた
め、それらの前に運用やPDCAのプロセスがきちんと構築で
きているか、クレーム対応方法が整っているかなどをチェッ
クするわけです」とその違いについて述べた。 
 日本規格協会の加藤氏は、「サービスは実際に利用して
みなければその質がわかりません。それでは、運動したい
という意思があっても、どこにいったらいいのかわからない
という消費者も多いはずです。この品質評価制度が、運動
への入り口に対する指標となればと考えています」と語って
いた。 2月18日には、初の認定事業者12社に対して、授与
式が開催された。 

アクティブレジャー認証授与式にて認証を受けた12社 

授与式の模様 
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Information                   お知らせ 

１．消費税転嫁適正化に関する「広報・調査」 
  「説明会」開催 

２．運動サービスの品質評価・認証制度  

お客さまが実際に運動施設などを利用すれば、さらにい
ろいろな意見が出てくるだろう。それらも“見える化”する
ために、最初の審査から1年ごとに調査は継続して行わ
れ、情報が収集される。 
 認証された事業者に対しては、日本規格協会のホーム
ページに企業名などの情報が掲示される。前述の定期
調査で、参加者の満足度や健康数値がよくなっているの
か、どんなことが行われていて、消費者にどんな効果をも
たらしているかなどがチェックされ、ホームページの情報
も更新されていく。 
 この制度は、企業や健保組合、市町村といった保険者
や消費者が施設を選ぶ際の参考や、運動の動機付けに
利用されることを目指して作られている。 

会場には全国初の授与式を見ようと多くの方が参加 

FIAは本年2月、経済産業省の要請に基づき、業務委託契
約をはじめとする消費税転嫁適正化徹底に関する広報を
行いました。また、正会員各位には対応状況についての調
査ご回答にご協力頂き有り難うございました。2月27日、経
産省あて報告を行いましたが、未了企業への継続した働き
かけについてさらに注意を喚起された処です。 
 
＜適正対応に関する 調査結果＞ 
平成26年4月時点で適正対応終了 ：３５  
同4月以降調査時点までに適正対応終 了：４２  
本年２～3月中に適正対応終了予 定：１０  
対応状況確認中 ：７ 
  
 FIAでは経産省要請の一つである「会員企業への説明会」
を東京・大阪で開催いたします。 
  

2年後には次の税率改定があり、同様の対応が求められま
す。この機会にご確認下さい。 
 また、今回は本件説明の他、「クラブにおけるSNS活用法と
リスク」 などマネージャー・スタッフの皆さまの参考となるセ
ミナーも併せて開催します。ご参加ください。詳細はFIAホー
ムページからご確認ください。 
●東京会場 3月23日（月） 
   あいおいニッセイ同和損保（株）  
   日本橋本社ビル会議室（東京駅八重洲口歩3分）   

●大阪会場 3月30日（月） 
  アーバネックス備後町ビル8階大会議室 
    （地下鉄御堂筋線本町駅歩3分） 
＜プログラム＞ 
①「業務委託契約を含む適正な消費税転嫁」説明  
  14:00-15:00 
②「FIA会員情報漏えい賠償責任保険」説明      
  15:00-15:30  
③「クラブ現場とSNS、活用法と潜むリスクへの対処」セミナー 
   15:45-17:00 
詳細のご案内はFIA窓口担当者へメールにてお送りしており
ます。またFIA-HPのトップページの「消費税転嫁適正化に関
する説明会」から確認できます。 

 経済産業省委託事業として構築してきた「認証制度」は「ア
クティブレジャー事業者の品質評価・認証制度」として制度化
され、実証事業に協力した12社の18プログラムが先行事例と
して認証されました。認証された事業所とプログラムは
https://www.activelife365.com/ で紹介されています。 
本年4月以降、（一財）日本規格協会の事業として参加クラブ
・企業の募集が始まります。 
FIAでは募集が開始されましたら広報すると共に、会員の皆さ
まのご意見をお聞きする予定です。 

３．ＦＩＡからの注意喚起。 

 １．説明が不十分  
 ２．利用額と請求額の相違（未利用分の請求）  
 ３．応対の悪さ という運営者側の問題 
  

 とされる3つで３６％を占めており、クラブの仕組みや配慮で
低減できる可能性が高いジャンルです。 
  

 加盟クラブでは返金・退会・休会・手続き期限等に関する制
度（規約）を明確に広報し、「返金出来るケース」「出来ないケ
ース」を明示するなどして「対応が不親切」にならないよう会員
の理解促進を図るようご配慮下さい。 

 特商法関連の調査会で、消費者の苦情件数において「スポ
ーツ・健康教室」分野は「美容医療」に次いで多いことが報告
されており、当業界としても苦情件数の削減に取り組む必要
があります。 
紹介された統計では、苦情件数のうち 

４．フィットネス「業界動向分析」のご案内 

 2月26日、経産省経済解析室より「産業活動分析（平成２
６年１０～１２月期（年間回顧））」が公表され、フィットネス事
業に関する分析が掲載されています。 
 
①は全体 ②はフィットネス事業関係部分 ③は②を見易く
概要版にしたものです。 
  
①産業活動分析全体の概要はこちら。 
   下の方にフィットネス。 
http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/bunseki/ 
 

②フィットネス部分の本体はこちら。 
http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/bunseki/pdf/h2
6/h4a1502j1.pdf 

 
③フィットネスの概要はこちら。 
http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/bunseki/pdf/h2
6/h4a1502s1.pdf 

  

https://www.activelife365.com/
http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/bunseki/
http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/bunseki/
http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/bunseki/pdf/h26/h4a1502j1.pdf
http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/bunseki/pdf/h26/h4a1502j1.pdf
http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/bunseki/pdf/h26/h4a1502j1.pdf
http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/bunseki/pdf/h26/h4a1502s1.pdf
http://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/bunseki/pdf/h26/h4a1502s1.pdf
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５．外装看板の点検について 

 本年2月札幌市内に於いて建物外装看板の落下事故が
ありましたが、この度地元自治体より「看板の安全点検と
結果の報告」を求める通知を受領したクラブがありました。 
加盟クラブあっては、このような要請を受けることを想定し
、該当する設備の安全点検を行って下さい。 

The PulseはIHRSAのアジア版ニュースレターです。日本語版
はIHRSAとの提携に基づき、FIA（一社）日本フィットネス産業
協会より、一部抜粋して会員の皆さまへ配信しております。 

減量、“座りっぱなしで運動不足な人たち”をクラブに
来させるための環境づくりについて 

  今回は、３つの異なったエリアとそれぞれ典型的なキャパ
シティーのクラブにおいて、運動不足の方々をクラブに引きつ
けることに成功されている事例をご紹介します。 
  
 
Ｑ．あなたのクラブでは、“座りきり”の人々をクラブへの入 
     会を促すために、どのように惹きつけましたか？ 何が 
     功を奏し、何がうまくいかなかったかをお聞かせください。 
 
Ａ１． 私たちはまず、“座りきりで運動不足”の方々を対象と 
     した、グル－プ形式による6週間の減量コースによって 
         惹きつけました。 
          個別のワークアウトは週3回、専門のインストラクター 
         によるストレングストレーニングや持久力トレーニング 
         によって行います。 
          フィットネスの達成度評価は、プログラムのはじめと 
    終わりに実施します。 
     参加されているお客様には週に何度かメールを配信 
     し、フィットネス情報やローカロリーレシピ等のヘルシ 
         ーライフを促すための様々な情報を提供します。 
          このコースに参加するために会員になる必要はあり 
     ません。 
   

     しかし、おおよそ７０％から８０％の参加者は、セール 
    ススタッフによるスペシャルオファーを伴ったコンタクト 
    によって会員になります。 
    この取組を通して、ヘルスクラブに加入したことのない 
    人は、長期の契約条件に対して抵抗を持っているこ 
    とを理解しました。 

 6週間プログラムに参加された方々は、継続的なエクササイ
ズによるポシティブな効果を経験し、よりよい明日のためには
どのようにしてライフスタイルを変えるかを学びます。 

Ágústa Johnson 

Managing Director 

Hreyfing 

Reykjavik Iceland 

Ａ２．私たちのクラブでは、入ってくるお客様を怖がらせる 
    ようなことない環境を提供することに配慮していま 
       す。 
        多くの活動的でないクライアントは、自分自身のお 
   尻を蹴って一歩を踏み出さねばと考えてクラブに足 
   を運ぶものです。しかし、実際は入り口を前にして思 
   いを打ち破られて逃げてしまうのです。 
    大切なのは、そうした方々には、適切なチャレンジ 
   を実践することを可能にするクラス指導によって成 
   功を提供する準備をしてください。 
    そして、高いモティベーションを持ち、動機づけが 
   上手で、しかも気配りの行き届いた指導者を起用し 
   ます。少なくとも最初の一か月は、皆様のニーズが 
   満たされているかどうかを確認するために、一緒に 
   チェックインするようにします。 

クライアントに寄り添い、リレーションシップのベースを 
築くための特使を持つのです。 
そしてさらに道具の使い方を再教育するためのクラス 
を提供しましょう。 
 忘れないでください。“座りきりで運動不足”の方々は、 
ヘルスクラブという存在に“怖さ”を感じているというこ 
とを。 
 従って、そうした方々に対応した適切なプログラミング 
に結びつくマーケティングプログラムを考案しましょう。 
 それらの取り組みが、最終的には気が付かないうち 
に背を向けがちなお客様を、あなたたちの手元に届 
けることになるのです。 
  

Nicki Anderson 

President 

Reality Fitness, Inc. 

Naperville, Illinois 

 

Ａ３．私たちが広告やダイレクトメール等の手段を使って 
    いない間、私たちはもっぱら口コミによって“座りきり 
    の運動不足”の方々を惹きつけていました（私たち 
    の追跡調査では、そうした方々に対して広告やダイ 
    レクトメールは充分な効果を得られないという結果 
       でした）。 
    それ以来、私たちのクラブでは、そうした方々に対 
    して、典型的で通り一遍なマシーンの使い方のツア 
     ーを提供するよりも、むしろクラブの中にあるそうし  

シェイプしたいと望
む人、又はシェイプ
した身体を維持し
たい人をあなたの
クラブに入会して
いただくことには、
あまり問題ありま
せん。 

しかし、ベットの上やソファーが大好きな人々、つまり“座
りきり”の方々に足を運んでいただくことは非常に難しい
ことです。 
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た方々にとって“ホットスポット”と
なるエリアへとお連れします。 
 その場所は、メンバーシップに
なる最初の質問を基にした個々
の適正評価を完成指せた上で確
定します。 
 そして、こう問いかけてみてくだ
さい。“このシートに記載されてい
る質問にお答えいただけますか
？そうすれば、お客様に対してご
提案できる割引は何か？このク
ラブで目標としていただくにふさ
わしいことは何かをご提案させて
いただきます。 
 そして、もう少しお時間をいただ
ければ、クラブをご案内させてい
ただいた上で、最終的にお客様
にとって最も経済的なプライスを
ご提案させていただきます。” 
こんな感じで、ご対応します。 

 こうして作成されたフォーマットは、目指す見通しのあるホッ
トスポットを示してくれます。私たちは、ただそのエリアを見出
すことにのみ集中し、お客様を圧倒するようなことは避けるよ
うにします。 
 
                        （翻訳： 松村 剛） 
 

Wanda Neppell 

Owner 

The Weight Room Plus 

Wanda’s Workout 

Moriches, New York 

New Clubs               出店情報  

３月のオープンクラブ 

Curvesゆめタウン中津 

所在地：大分県中津市蛭子町3-99 

TEL：0979-23-7715  

 

Curvesイオンタウン田崎 

所在地：熊本県熊本市西区田崎町字下寄380番 

TEL：096-327-9771 

 

Curves和歌山橋本 

所在地：和歌山県橋本市東家1-1-4 秋山ビル2F 

TEL：0736-33-1333   

 

Curves寝屋川香里園 

所在地：大阪府寝屋川市香里南之町26-13-108 

TEL：072-834-2877  

 

Curvesピアゴ江南 

所在地：愛知県江南市村久野町瀬頭163 

TEL：0587-96-9535  

Curves羽曳野古市 

所在地：大阪府羽曳野市栄町6番9号 

TEL：072-959-6560 

 

Curvesサンリブ西小倉 

所在地：福岡県北九州市小倉北区竪町2丁目3－5  

     サンリブ西小倉1Ｆ 

TEL：093-953-9286 

 

Curves岸里 

所在地：大阪府大阪市西成区千本南1丁目3-14 

TEL：06-6626-4241  ●FIA会員 

●FIA会員 

Issue                      記事 

認知症防ぐ運動、本格導入、コナミスポーツ＆ライフ 
 
 フィットネスクラブ最大手のコナミスポーツ＆ライフ
は高齢者の認知症を予防する運動プログラム「脳活
性化コース」を本格導入する。有酸素運動をしながら
簡単な計算問題を解いて記憶力の低下を防ぐといっ
たプログラムを提供する。2016年3月までに同社の施
設のほぼ半数にあたる100店舗での導入を目指す。 
                    
                   （2015.2.3 日経産業） 
  

ゲーム連動農業、会員開拓 
 
 ベンチャー企業（VB）のテレファーム（松山市）はオ
ンラインゲームと野菜の契約栽培を連動させたサー
ビスの利用拡大に乗り出す。フィットネスクラブ運営の
ヒカリ（香川県丸亀市）と連携し、専用サイトを開いた
。ゲーム内で野菜を育てて収穫すると、自宅に野菜
が届く仕組みだ。健康に関心が高いフィットネスクラブ
の会員を取り込み、事業を広げる。 
 テレファームは「遠隔農場テレファーム」をネット上で
運営している。利用者は1～2平方メートルの区画を1
月500円で借りてホウレンソウ、レタスなど野菜の種を
買う。ゲーム内で畑に種を植えて育てると、同社が実
際に愛媛県内の農場で無農薬・有機栽培し、出来上
がった野菜を届ける。                     
                   （2015.2.3 日本経済） 
  

フィットネス大手、プール付きで東南ア開拓  
                                            日本式で展開 
 
  国内フィットネスクラブ大手が相次ぎ東南アジアに
進出する。グンゼは今春、カンボジアでクラブの運営
受託を始める。ルネサンスは年内にもベトナムで直営
の大型店を出す。人口減で国内市場が伸び悩むなか
中間層の所得向上で健康志向が高まる東南アジア
に着目。プールの水泳教室などきめ細かな指導が特
徴の日本式で進出し、成長市場を取り込む。               
                   
                                         （2015.2.3 日本経済） 
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介護費抑制、なお途上、来年度 
              9年ぶり単価減、財政難・人手不足続く 
 
 厚生労働省が6日公表した2015年度の介護保険サ
ービスの改定では、9年ぶりに平均報酬単価を引き下
げた。事業者の利益率が高い特別養護老人ホームな
どは、基本料を大幅に下げて国や利用者の負担を軽
減する。待遇の悪さが指摘されてきた介護職員の賃金
は上げる。高齢化で介護費は増え続けており、財政難
と人手不足を解消するにはもう一段の改革が欠かせ
ない。                                       
                                          （2015.2.7 日本経済） 

認知症予防プログラム、トスコ・筑波大、開発へ。 
 
 介護予防事業を展開するトスコ（静岡市）は筑波大
学と共同で認知症予防プログラムの開発を始めた。
脳を活性化させる軽度の運動トレーニングを組み合
わせ、高齢者が気軽に楽しめるメニューを作成。認知
症の人が急増するなか、独自プログラムで事業を拡
大する。1年半から2年後の実用化を目指す。 
 石油製品卸などを手掛けるトスコは6年前、介護予
防の通所施設「元気広場」の運営を子会社で始めた
。介護支援が必要な度合いが比較的低い高齢者ら
が対象。理学療法士の資格をもつスタッフの指導の
下、フィットネスクラブ感覚でトレーニング機材を使っ
た運動プログラムをこなす。 
 
                   （2015.2.20 日経MJ） 

フィットネス、予防医療に軸足、高齢者需要を開拓 
            医師と連携、新サービス 
 
 フィットネスクラブが医療機関と連携したサービスを
相次ぎ始める。教育事業などを手掛けるポリゴンマジ
ック（東京・港）は医療法人と共同で、医師による健康
チェックが受けられるクラブの展開に乗り出す。高齢
者の足腰を鍛えるプログラムを、医師のアドバイス付
きで提供するサービスも始まる。フィットネスクラブは
会員数が伸び悩んでおり、予防医療につながるサー
ビスで高齢者などの需要を掘り起こす。                                        
                                       
                    （2015.2.25 日本経済） 

JR東日本スポーツ、介護施設で運動教室 
                                  4月、都内に複合拠点 
 
 東日本旅客鉄道（JR東日本）の子会社、ジェイアー
ル東日本スポーツ（東京・豊島）は、介護施設と運動
教室を併設した複合施設の展開を4月に始める。ジム
を備えた通所型の介護施設に体操などを主体にした
教室を組み合わせる。 
 新たな複合施設は東京都北区のJR赤羽駅の近くで
開業する。介護施設は「ジェクサー・プラチナジム」。
個人に合ったトレーニングなどのプログラムを設定し
施設と自宅の間の送迎も行う。 
  
                                          （2015.2.6 日経MJ） 

ルネサンス、ベトナムにプール付き施設 
 
 フィットネスクラブ大手のルネサンスは26日、ベトナ
ムで初めてプール付きの大型施設を開くと発表した。
今秋にもハノイ市内の大型ショッピングセンター内に
設ける。同国での直営店は昨年11月以来、2店舗目
の開業となる。 
 トレーニングジムやスタジオのほか、7コースの25メ
ートルプールを設ける。日本式の水泳教室も提供す
るという。延べ床面積は4,400平方メートル。  
 
                   （2015.2.27 日経産業） 

介護関連ワンストップで、レデイ薬局、松山出店、 
           予防用品販売やケアプラン相談 
  
 レデイ薬局は介護予防に役立つウオーキングシュ
ーズやトレーニング機器などを扱う専門店を3月1日、
松山市内に出店する。物販コーナーとともに、福祉用
具のレンタルなどを手掛けるケアサポートセンターも
併設する。予防から実際に介護が必要になった場合
まで、すべての段階で相談を請け負うことで、利用者
を獲得する。 
 ケアサポートセンターでは、ケアマネジャーが1人常
駐し、ケアプランの作成の相談を請け負う。同センタ
ーではバリアフリー対応の住宅改修の注文も受け付
ける。福祉用具専門相談員が、福祉用具の選び方な
どを助言していく。  
                   （2015.2.28 日本経済） 

介護チーム、地域ごと運営 
オランダ式がアジア進出、日本は月内に包括ケア拠点 
     
 介護先進国オランダの在宅介護大手、ビュートゾル
フは2月以降、日中韓など現地のパートナーと組んで
アジアに進出する。中間管理職を置かず地域ごとに看
護師らの専門家チームが運営することで、コストを下
げながら質の高い介護サービスを提供する。オランダ
の成功モデルを各国が参考にすれば、高齢化で介護
費用が増大する介護保障制度の改善につながる可能
性がある。日本では月内に国内の介護大手セントケア
・ホールディングの村上美晴会長が設立した財団、オ
レンジクロス（東京・中央）と組み、介護や医療、リハビ
リなどを一括で提供できる「地域包括ケアステーション
」を複数設置する。                                       
                     
                                           （2015.2.13 日本経済） 
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東芝、糖尿病放置を特定、レセプト解析、健保に提供 
 
 東芝は糖尿病の治療に取り組まず放置している人を
診療報酬明細（レセプト）のデータ解析で特定するサー
ビスを始める。企業の健康保険組合に提供し、リスク
が高い人に集中的に受診を働きかけるのを支援する。
4月からすべての健保組合にデータを活用して健康改
善を促す「データヘルス計画」の実践が義務づけられ
ており、サービスの需要が広がると判断した。 
 
                   （2015.2.14 日本経済） 


